






































































































































































































































































































































































都道府県名 条例名 公布年月 施行年月 提案者
１ 沖縄県 沖縄県観光振興条例 S54．12 S55．３ 知事
２ 北海道 北海道観光のくにづくり条例 H13．10 H13．10 知事
３ 高知県 あったか高知県観光条例 H16．８ H16．８ 議員
４ 長崎県 長崎県観光振興条例 H18．10 H18．10 知事
５ 広島県 ひろしま観光立県推進基本条例 H18．12 H19．１ 議員
６ 岐阜県 みんなでつくろう観光王国飛騨美濃条例 H19．７ H19．10 知事
７ 千葉県 千葉県観光立県の推進に関する条例 H20．３ H20．３ 知事
８ 島根県 しまね観光立県条例 H20．３ H20．３ 議員
９ 愛知県 愛知県観光振興基本条例 H20．10 H20．10 議員
10 熊本県 ようこそくまもと観光立県条例 H20．12 H20．12 知事
11 富山県 元気とやま観光振興条例 H20．12 H20．12 議員
12 新潟県 新潟県観光立県推進条例 H20．12 H21．１ 知事
13 鹿児島県 観光立県かごしま県民条例 H21．３．27 H21．４．１ 議員
14 岩手県 みちのく岩手観光立県基本条例 H21．３．30 H21．７．１ 議員
15 徳島県 もてなしの阿波とくしま観光基本条例 H21．６．25 H21．６．25 議員
16 鳥取県 ようこそ・ようこそ鳥取県観光振興条例 H21．７．３ H21．７．３ 知事
17 神奈川県 神奈川県観光振興条例 H21．10．16 H22．４．１ 知事
18 愛媛県 えひめお接待の心観光振興条例 H21．12．18 H22．４．１ 議員
19 和歌山県 和歌山県観光立県推進条例 H21．12．24 H22．４．１ 議員
20 宮城県 みやぎ観光創造県民条例 H23．３．２ H23．４．１ 議員
21 三重県 みえの観光振興に関する条例 H23．10．20 H23．10．20 知事
22 山梨県 おもてなしのやまなし観光条例 H23．12．22 H23．12．22 知事


































































































































































































































































































































































「6」基本方針  （1）  ようこそ、おもてなし県民運動」について
条例に基づく県議会報告
（関係する協議会等）
宮城県産業振興審議会（商工業部会）
（
仮称
）
観光王国みやぎ推進本部会議
図２　県民運動のイメージ図
202
観光振興に係わる人材の育成を図る為、大学における観光学の強化やその他の活動等教育
機関における活動等に協力することを規定した。９）情報発信については、情報発信力の
強化を図る為インターネット等の活用や利用環境の整備等について促進を図る為規定を盛
り込んだ。「国内外に県内の観光地に関する、多様な媒体の活用による戦略的な情報発信
その他の情報発信の充実に必要な施策を図り、本県への観光客の来訪を促進すること。」
を明示した。
　10）ニューツーリズム等の誘致等については、取り組みを強化する為規定を盛り込み、
スポーツツーリズム、コンテンツツーリズム、ヘルスツーリズム、エコツーリズム等の新
しい観光の分野の開拓、MICE、展示会、映画のロケ地等の誘致及び受入態勢の整備等の
取組を充実する。ことを明示した。
　11）食や音楽エベント等との連携・支援は、宮城県が地域資源に恵まれ食の活用や市民
活動によるエベント等が開催されておりさらなる推進が必要であることから規定を盛り込
み、県民等が主体となって行う食、文化、音楽、芸術等に関するイベント等との連携を図
るとともに、イベント等への必要な支援を行うことを明示した。12）　景観形成について
は各地の意見聴取会等の会場で、温泉地等における景観が、建物や標識により阻害されて
いるとの声が多かった。こうした工作物の設置にあたり全く景観への配慮を欠くことのな
いよう景観形成等への取り組みに支援を行う規定を盛り込むこととした。「観光地におけ
る生活環境の美化及び良好な景観の形成を促進する為市町村・県民・事業者等が行う良好
な景観の形成及び美化活動に関する取り組みについて必要な支援を図ること。」を明記し
た。13）観光振興基本計画の実施については観光振興基本計画の実施状況について、検証し、
毎年度議会に報告するとともにこれを公表する規定とし、着実な推進への取り組みを県に
求めていくこととした。条例骨子案を基に条例案の策定作業を進める中で、県の第二期宮
城観光戦略プランとの整合を図るべく調整を行った。条例案の理念は基本的には戦略プラ
ンにも通じており、具体的な政策展開を目指す基本方針に条例案は多岐にわたる政策方針
を掲げ、時期戦略プランの見直しの中でこれらが県施策に反映されることが望まれる。県
民総参加による観光振興の取り組みを向上させていけるよう、県民からのパブリックコメ
ントを条例骨子案及び条例案の段階で２回実施している。条例案については22年12月中旬
から23年１月中旬に行い、ほとんど意見が寄せられなかったが骨子案については、22年10
月25日から11月12日の三週間で行い44件の意見が寄せられた。これらの意見を骨子案及び
条例案の修正に反映させることとした。その主なものは、前文では「観光王国」の王国表
現に対する疑問、県の産業振興における観光の位置づけ、基本理念では、インバウンドや
観光の経済効果、食に関する事項の記載を求める、責務では市町村との連携協力で県と市
の役割分担の明確化、県と市町村のそれぞれの特性を表現すること、県民の役割、観光事
業者の役割では県民の意識の醸成、観光事業者に対する具体的役割の追加の意見、観光旅
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行者の協同では旅行者に対する責務を負わせることについて、基本方針ではインバウンド
やスマイルあったかみやぎ運動、市町村会議及び推進員制度、市町村の観光地づくり推進
計画ではその実効性について等々様々の意見が寄せられた。条例のネーミングについては
条例制定にあたり、ネーミングのありかたについて議会の内外でその都度、一貫し関係者
から意見聴取を行っている。条例案では、目指す政策目標を観光王国みやぎの実現を図る
こととしていた。しかし、王国のもつイメージ等についてわかりにくいとの意見が多かっ
た。一方、条例の目指す取り組みとの整合性もあり、これらを考慮し、王国に至る過程に
視点を置いた名称として「観光創造」を用いることとした。観光創造は、地域の将来像と
して人々が住んでよし、訪れて良かったと心から思えるような潤いと安らぎに満ちた姿を
目指すことであり、住み慣れた所で住民の誰もが郷土に誇りと愛着を持ち豊かな生活を享
受できるよう日々取組んでいくプロセスそのものと言え、その過程を重視し表現すること
とした。又条例の名称の頭に伊達の名称を用いる意見が多くその調整は困難を極めた、又
おもてなしの行動目標をネーミングに表現するべきとの筆者の提言も調整が難航し最後は
譲り合う形で、下記のように決めることにいたった。条例の名称「みやぎ観光創造みやぎ
県民条例」、県議会の特別委員会の調査項目の中では、他県における、名称に「ようこそ」
等角度を入れる又「観光立県」を掲げる等の事例調査を踏まえ宮城らしい表現を検討する
としていた、が意見の調整に至らなかった。これらの検討に加え、議会のホームページに
よる県民へのパブリックコメント更には、市町村議会への手紙による提言の協力更には仙
台市議会議員との意見交換そして有識者による意見聴取等も行い、平成23年２月にみやぎ
観光創造みやぎ県民条例の成立が図られた。
　　　食と観光調査特別委員会スケジュール　　2010．６．29
　　　調査テーマ：（仮称）観光王国みやぎの実現に関する条例制定
調査の日程・スケジュール
2011．02　　　平成23年度定例議会本会議上程
2011．01．24　条例案最終案調整、委員間討議本会議提案最終確認
2011．01．15　条例案パブコメ終了
2011．12．27　条例案パブコメ開始
2010．12．17　条例（案）委員長最終案提示、委員間討議最終確認
2010．11．25　仙台市議会観光対策調査特別委員会との意見交換
2010．11．22　委員長条例私案提出、執行部意見聴取、パブコメ最終案、回答調整
2010．11．12　骨子案パブコメ終了
2010．11．10　意見聴取、学識経験者等、パブコメ骨子中間案提出
2010．10．25　視察条例制定及び食と観光の連携施策の現状調査、骨子案パブコメ開始
2010．10．21　意見聴取仙塩地域
2010．10．21　意見聴取白石市、蔵王町、丸森町等
2010．09．15　意見聴取石巻市、登米市、涌谷町、松山町等骨子案パブコメ開始
2010．09．15　意見聴取大崎市、栗原市、加美町
2010．09．15　意見聴取団体等気仙沼、石巻市、登米市
2010．08．09　執行部説明骨格案提出、委員間討議
2010．07．20　進め方の確認、県民総参加・魅力ある地域づくり等幅広く意見聴取
2010．07．12　調査内容の確認
2010．06．30　委員長等互選
表４　宮城県における観光条例制定経緯
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（８）観光条例制定の結語
　全国の各都道府県で制定された20県での条例についてその内容を主要項目、細目の53種
に分類しその検証を行った結果は、全体的に県民や各界各層からの意見を条例案に反映す
る取り組み、県民運動や県民の観光振興へ参加・醸成等の取り組み、教育旅行やMICE等
の取り組み等不十分な現状が見受けられ、行政が条例に基づく観光活動を展開する上で明
確な施策の基本方針等が明記にされないことは、観光振興の成果が懸念され、現状の観光
条例は必ずしも満足すべき観光条例とはなっていない。このような状況から条例制定の熟
度を目指し、更なる議員提案の観光条例制定が現下の課題と言える。議員提案による条例
制定への取り組みは、目線が住民の生活現場にあり県民をはじめ観光関連事業者等各界各
層に渉り多くの人々が観光の条例づくりに参加・参画することを可能とさせる。これらの
実践を通し条例に明記する項目数が多くなっている傾向にある。観光条例の中に観光振興
への取り組みを県民総参加、県民運動として掲げているのは、鳥取県、熊本県、和歌山県、
山梨県、岐阜県、富山県の５県である。最近の条例制定県では埼玉県が掲げ、県民の総参
加の意識を高めるために広報・情報の提供、体制づくり、観光週間等の取り組み内容とか
が明記されている。観光振興は一朝一夕に出来るものではないことから、その主体に県民
を置き具体の施策を計画推進することは、目標へ向かって一歩一歩の前進を図ることに通
じ、観光振興の着実な進展が期待される。その大きな要因の一つが県民の条例への位置づ
けと言える。法律制定は立法機関である議会がその役割を担っているものの、国あるいは
地方自治体におけるその実務の殆どは官僚である公務員が遂行している中で、国会議員の
有志が結集し観光の持つ意義やその経済的波及効果の大きさが再認識され、平成18年12月
に議員立法による観光立国推進基本法が制定されたことは、観光のもつ市場性や国際観光
における我が国の地位を高めることへの対応として評価される。これにより我国が内外に
向かって観光立国を宣言し、観光が国の基幹的産業政策として位置づけられ観光振興国へ
の脱皮を図る取組みと言えよう。こうした国の観光振興への意気込みは、地方自治体へと
影響を与えその後多くの地方議会が観光の条例を制定するに至っている。こうした、背景
のもと宮城県議会においても、平成23年２月の定例議会で議員提案による「みやぎ観光創
造県民条例」が制定された。国における観光の法律制定の経緯、宮城県における観光条例
制定を通し下記の点が条例制定に向けての課題として整理される。第一にリーダーシップ
の存在が不可欠である。何を目的にどの様な手法でどんな内容の法律（条例）をつくり誰
がその推進を担うのか。第二は、国民（県民）目線・現場重視の発想に立ち、直面する現
実の課題・問題は何かの把握、第三は、法制化（条例化）に至るまでのプロセスを通じ議
会の合意形成を図る。議会での政党の垣根を超える議論と対話が必要。第四は、行政機関
の理解と連携に努め、行政計画との調整・推進を図り、財源措置が不可欠。これらの様々
のハードルを乗り越える必要があり、立法機関における議員提案による観光の法制化（条
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例化）の実現は容易ではないが、今日的に、地域経済の活性化に向け観光の持つ意義・重
要性は高まっており、その役割を果たす上で観光の議員提案条例制定への取り組みは重要
である。今後更なる観光条例の制定が図られることを期待したい。なお観光振興に向けた
県全体の県民や関係機関の連携のあり方としてのイメージ図を提案しまとめとしたい。
（小野寺　初正）
図３　県民等関係機関連携イメージ図
